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１．はじめに 

たとえば河川洪水時の避難問題などを対象に，住民

の避難率の低さや遅延を防止する方策のひとつとして

「避難スイッチ」1),2)が提案されており，その効果や実

践的価値などは既に広く知られるところとなっている．

この点に関しては，疑う余地はほとんど見当たらず，

本稿も強く賛同するところである．しかし，ここでは

より根源的に，住民が行動を開始するための単なる「目

安」あるいは「基準」に過ぎなかったはずの概念を「ス

イッチ」と呼び直しただけなのに，それによってなぜ，

前述のような効果や実践的価値が生じ得るのかという

疑問点について，再考を試みてみたい． 

２．問題意識 

もちろん，竹之内らの議論 1), 2)を概観しても明らか

なように，「避難スイッチ」の概念は単なる「呼び方の

変更」という表層的な手続きのみに留まる概念ではけ

っしてなく，当該のスイッチ（あるいは目安，基準な

ど）を誰がどのように定めるのかといった観点からの

議論をより重視するものである．すなわち，「避難スイ

ッチ」という呼称へと変更する過程を介して，当該の

案件が「自分ごと」としての色彩を強めるのか，それ

とも，依然として「他人ごと」のままなのか，という

点を多分に重視する概念（議論）であることは明らか

である．換言するなら，当該案件を「他人ごと」から

「自分ごと」化する過程からの成果物を「避難スイッ

チ」と呼称しようという提案なのである．このような

見立てについて，あらためて表-1 のように整理するな

らば，目安もスイッチも何もなかった状態（いわばパ

タン⓪）から，「パタン④：自分がスイッチを定める」

の状態を目指す営みとして位置付けることができよう． 

繰り返しになるが，このパタン④の状態が，住民の

避難率の低さや遅延を防止するための方策のひとつと

して効果を発揮し得る点に関しては，論を待たない．

しかし，もしも「パタン③：他人がスイッチを定める」

の状態においても同様の効果を発揮するのであるなら

ば，前述の問題提起のとおり，その効果は「誰が定め

るか」の如何によらず単なる「呼び方の変更」によっ

てもたらされたものである，という見立てが濃厚とな

ろう．「スイッチ」という表現が含み持つと思われる固

有で独特のニュアンスによるものである，との見立て

も可能かもしれない．他方，パタン④とパタン②にお

いてのみその効果が発揮されるというのなら，その効

果は「呼び方」の如何によらず単に「誰が定めるのか」

という点のみの議論，すなわち，当該案件が「自分ご

と」と化しているならばそこでわざわざ「スイッチ」

などと呼び直さなくともよい，という見立てが濃厚と

なろう． 

「避難スイッチ」の効果やその利活用方策に関する

議論は既に様々存在するものの，以上のような問題提

起に対して直接的な回答を与える議論は著者の知る限

り見受けられない．本稿は，この点に関してアンケー

ト調査に基づいて検証した結果を報告するものである． 

３．調査による検証結果 

調査は 2023 年 10 月 12 日～18 日にかけてインター

ネットアンケート形式にて行い，957 件（性別と年代

別（39 歳未満/40～59 歳/60 歳以上）で各 100 件以上）

の回答を得た．調査の手順は図-1 に示すとおりであり，

パタン①～④の各条件下での避難意向の回答を要請し

た．図-2 はその回答結果（避難意向の平均値）を示し

表-1 ［呼び方］と［誰が定めるか］のパタン 

  ［誰が定めるか］ 

  
自分 

【self】 
他人 

【other】 

［
呼
び
方
］ 

スイッチ 
【SWT】 

パタン④  
自分がスイッチ  
を定める場合  
【self-SWT】  

パタン③  
他人がスイッチ  
を定める場合  
【other-SWT】  

その他 
（例えば「目安」）  

【CRT】 

パタン②  
自分が目安  

を定める場合  
【self-CRT】  

パタン①  
他人が目安  

を定める場合  
【other-CRT】  
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たものである．これによれば，まず，提示される［水

位］の上昇に伴い避難意向が高まる基本的動向が確認

されるが，より着目すべき点は大きく分けて２つある． 

一点目は，目安およびスイッチとして定めた「6m」

に水位が達した状況になると，そこでは，「誰が定める

か」に拠らず「スイッチ」という呼び方を用いること

が避難行動を促進する効果が有意に作用しているとい

うことである．「避難スイッチ」の有効性があらためて

確認されたと言えるだろう．二点目は，しかしながら，

「スイッチ」という呼称を用いることが，目安および

スイッチとして定めた「6m」に水位が達するまでの直

前期間における早めの避難行動をむしろ阻害・抑制す

る方向で作用していることが確認される．ただし，こ

こでは「他人」ごとではなく「自分」ごととして捉え

る場合において早期避難につながりやすい傾向にある

ことが伺える．総じて「スイッチ」という呼称は「避

難行動にメリハリを与える」と括ることもできる．し

かし，早期避難の喚起の観点からは「スイッチに従い

さえすればよい」という，いわば「スイッチ待ち」の

姿勢が生じてしまっているとするならば，注意が必要

である．その導出過程を顧みること，すなわちそれは

そもそも「目安」に過ぎなかったことについて顧みる

姿勢を持っておくことも大事であると言えるだろう． 

なお，本稿で検討したスイッチの内容は一例にすぎ

ず，別の内容であった場合にはまた異なる結果となる

可能性はある．また，別の呼称（「避難ボタン」など）

についても検証を加えてみてもよいだろう． 
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図-1 調査手順の概略 
 

図-2 ［呼び方（目安/スイッチ）］と［誰が定めるか（他者/自分）］ごとにみる［各水位］での［避難意向］ 

 

（前提条件の提示）あなたが暮らす地域には，普段は水位が1m程度の河川が流れています。この河川が

氾濫した場合，木造平屋建てのあなたの自宅には激流が押し寄せて深刻な危険が及ぶ可能性があります。

（パタン①：他人が目安を定める場
合【other-CRT】の提示）
あなたの住む地域の洪水ハザードマップに，
河川の氾濫により深刻な影響が想定されるエリ
アの住民は「河川の水位が6m程度になったら
自宅外への避難を開始しましょう」という記載が
あったとします。

（パタン②：自分が目安を定める場
合【self-CRT】の提示）
そこであなたは，「河川の水位が6m程度になっ
たら自宅外への避難を開始しよう」という目安を
近隣住民と一緒に自分たち自身で独自に作っ
たとします。

（パタン③：他人がスイッチを定める
場合【other-SWT】の提示）
あなたの住む地域の洪水ハザードマップに，
河川の氾濫により深刻な影響が想定されるエリ
アの住民の【避難スイッチ】として「河川の水位
が6m程度になったら避難を開始しましょう」とい
う記載があったとします。

（パタン④：自分がスイッチを定める
場合【self-SWT】の提示）
そこであなたは，「河川の水位が6m程度になっ
たら自宅外への避難を開始しよう」という【避難
スイッチ】を近隣住民と一緒に自分たち自身で
独自に作ったとします。

（避難意向を回答） このことを踏まえ，河川の水位が以下のような状況になった場合のあなたの「避難意向」についてお答えください。

避難しないと思う←１－２－３－４－５－６－７－８－９→避難すると思う河川の水位が【●m】になった場合 （※【●m】は2m,3m,4m,5m,6m,の計5種類）

大
↑

避
難
意
向

↓
小

2.94 

2.77 

2.5

2.6

2.7

2.8

2.9

3.0

他人
【other】

自分
【self】

[水位]が「2m」のとき

p=0.001**

2.91 

2.84 

交互作用なし
p=0.444 (n.s.)

[誰が定めるか]
p=0.131 (n.s.)

3.54 

3.42 

3.52 

3.2

3.3

3.4

3.5

3.6

3.7

p=0.001**

3.67 

交互作用なし
p=0.646 (n.s.)

[誰が定めるか]
p=0.009 **

[水位]が「3m」のとき

4.89 

4.71 

4.6

4.7

4.8

4.9

5.0

p<0.001***

5.01 

4.80 

交互作用なし
p=0.632 (n.s.)

[誰が定めるか]
p=0.019 *

[水位]が「4m」のとき

6.60 

6.39 

6.2

6.3

6.4

6.5

6.6

p=0.013*

6.51 

6.50 

交互作用なし
p=0.795 (n.s.)

[誰が定めるか]
p=0.004 **

[水位]が「5m」のとき

7.72 
7.76 

7.89 7.90 

7.5

7.6

7.7

7.8

7.9

8.0

p<0.001***

交互作用なし
p=0.627 (n.s.)

[誰が定めるか]
p=0.467 (n.s.)

[水位]が「6m」のとき

［
］

[呼び方] 【SWT】 スイッチ【CRT】 目安

他人
【other】

自分
【self】

他人
【other】

自分
【self】

他人
【other】

自分
【self】

他人
【other】

自分
【self】

（分散分析, ***：p<0.001, **：p<0.010, *：p<0.050, n.s.：not-significant）
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